
編集後記●新年おめでとうございます．今年は日本OR  

学会創立40周年ということで重ね重ねおめでとうござ  

います●今月号の特集は「都市構造と省エネルギー」  

ですが，我が家では本当にたくさんの電気製品を利用  

しており，息子たちは車でガソリンを浪費していると  

いったエネルギー浪費家族です．もう電気製品も買わ  

なくってもいいかな，なんてことは全くなく昨年も新  

しい電気製品が少なくとも3種類，我が家に訪れまし  

た． しかし，我が家の電流容量は30アンペアなのでう  

っかりするとブレーカーが落ち，家中，暗やみとなり，  

7、’レーカーを手探りで戻しに行くという・生活です．電  

流容量を上げるには団地全体としての対処が必要とい  

うことで，いつになったら電流容量が＿l二がるものやら  

全く分かりません．電子レンジ，乾燥機，電気カーペ  

ット，冷・暖房が電流を食う元凶ですが，便月帥寺間の  

短いのは電子レンジくらいで，その他は便月帥引間の長  

いものが多く，知らず知らずのうちに容量いっぱいに  

近づいてしまっていて，ブレーカーが落ちてしまうと  

いうことは分かっているのですけどね●ブレーカーで  

はなくてヒューズの時代には電力会社の人がヒューズ  

が飛ぶたびに取り換えに来てくれていた（これは私の  

日］合だけの話でしようか？）これを考えると随分，便  

利になったと思います，次には，電気製品をスイッチ  

オンすると使用電流量がコントロールパネルに申告さ  

れ，容量を越えるときにはその製品は使えないとか，  

電流容量制限が不必要な時代になるとかしないかなと  

期待したりしますが，後者は今月の特集テーマと二完全  

に対立する方向かなとも思えます．しかし，冬の天気  

の良い日の南側の部屋の窓際の暑さと言ったら堪え難  

いものがあります．南側の部屋の窓際で仕事をしてい  

ると，この暑さをエネルギーとして使えないものなのか，たと  

えば窓がエネルギーを吸収し，それを電気に変えて蓄電し  

てくれるようにはならないのかなどと素人考えをめぐらせてい  

ます．いずれにしても，あまり省エネルギーを意識したもの  

ではありません．これを機会に少し反省して省エネルギーを  

心掛けます．（本当かな？）  （上田 徹）  
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